
令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

（
土
地
収
用
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

土
地
収
用
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
第
百
二
条
、」を
「
第
九
十
九
条
、
第
百
条
第
一
項
及
び
」
に
改
め
、「
及
び
第
百
九
条
」
を
削

り
、「
第
百
二
条
第
一
項
」
を
「
第
九
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
成
年
被
後
見
人
」
と
」
の
下
に
「
、
同
法
第
百
条

第
一
項
中
「
裁
判
所
」
と
あ
る
の
は
「
収
用
委
員
会
」
と
」
を
加
え
、「
、
同
法
第
百
九
条
中
「
裁
判
所
」
と
あ
る
の

は
「
収
用
委
員
会
」
と
」
を
削
る
。

第
六
条
第
三
項
中
「
第
百
二
条
、」を
「
第
九
十
九
条
、
第
百
条
第
一
項
及
び
」
に
改
め
、「
及
び
第
百
九
条
」
を
削

り
、「
第
百
二
条
第
一
項
」
を
「
第
九
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
成
年
被
後
見
人
」
と
」
の
下
に
「
、
同
法
第
百
条

第
一
項
中
「
裁
判
所
」
と
あ
る
の
は
「
通
知
す
べ
き
者
」
と
」
を
加
え
、「
、
同
法
第
百
九
条
中
「
公
務
員
」
と
あ
る

の
は
「
公
務
員
（
起
業
者
の
職
員
を
含
む
。）」
と
、「
裁
判
所
」
と
あ
る
の
は
「
通
知
す
べ
き
者
」
と
」
を
削
る
。

（
航
空
機
登
録
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

航
空
機
登
録
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
九
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
中
「
謄
本
」
の
下
に
「
若
し
く
は
裁
判
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
で
あ
つ
て
裁
判
所
書
記
官
が
当
該

書
面
の
内
容
が
当
該
裁
判
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
」
を
加
え
、「
附
記
」
を
「
付
記
」
に
改
め

る
。第

二
十
四
条
中
「
ま
つ
消
」
を
「
抹
消
」
に
改
め
、「
謄
本
」
の
下
に
「
若
し
く
は
裁
判
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面

で
あ
つ
て
裁
判
所
書
記
官
が
当
該
書
面
の
内
容
が
当
該
裁
判
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
」
を
加

え
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
見
出
し
中
「
ま
つ
消
し
た
」
を
「
抹
消
し
た
」
に
改
め
、
同
条
中
「
ま
つ
消
し
た
」
を
「
抹
消
し

た
」
に
改
め
、「
謄
本
」
の
下
に
「
若
し
く
は
裁
判
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
で
あ
つ
て
裁
判
所
書
記
官
が
当
該
書
面

の
内
容
が
当
該
裁
判
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
」
を
加
え
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
ま
つ
消
」
を
「
抹
消
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
謄
本
」
の
下
に
「
若
し
く
は
裁
判

の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
で
あ
つ
て
裁
判
所
書
記
官
が
当
該
書
面
の
内
容
が
当
該
裁
判
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
こ
と

を
証
明
し
た
も
の
」
を
加
え
、「
ま
つ
消
」
を
「
抹
消
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
中
「
又
は
抄
本
」
を
「
若
し
く
は
抄
本
又
は
電
磁
的
訴
訟
記
録
（
民
事
訴
訟
法
（
平
成
八
年
法
律
第

百
九
号
）
第
九
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
訴
訟
記
録
を
い
う
。）に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
の
う
ち
訴

状
に
記
載
す
べ
き
事
項
に
係
る
部
分
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
記
載
し
た
書
面
で
あ
つ
て
裁
判
所
書
記
官
が
当
該
書

面
の
内
容
が
当
該
電
磁
的
訴
訟
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
」に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
中
「
抄
本
」
の
下
に
「
若
し
く
は
裁
判
の
内
容
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
記
載
し
た
書
面
で
あ
つ
て

裁
判
所
書
記
官
が
当
該
書
面
の
内
容
が
当
該
裁
判
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
」
を
加
え
る
。

第
四
十
三
条
中
「
謄
本
」
の
下
に
「
若
し
く
は
裁
判
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
で
あ
つ
て
裁
判
所
書
記
官
が
当
該

書
面
の
内
容
が
当
該
裁
判
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
」
を
加
え
る
。

（
意
匠
登
録
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

意
匠
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
五
中
「
抄
本
」
の
下
に
「
若
し
く
は
裁
判
の
内
容
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
記
載
し
た
書
面
で
あ
つ
て

裁
判
所
書
記
官
が
当
該
書
面
の
内
容
が
当
該
裁
判
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
」
を
加
え
る
。

第
六
条
の
二
中
「
又
は
抄
本
」
を
「
若
し
く
は
抄
本
又
は
電
磁
的
訴
訟
記
録
（
民
事
訴
訟
法
（
平
成
八
年
法
律
第

百
九
号
）
第
九
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
訴
訟
記
録
を
い
う
。）に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
の
う
ち
訴

状
に
記
載
す
べ
き
事
項
に
係
る
部
分
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
記
載
し
た
書
面
で
あ
つ
て
裁
判
所
書
記
官
が
当
該
書

面
の
内
容
が
当
該
電
磁
的
訴
訟
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
」に
改
め
る
。

第
六
条
の
七
第
一
項
中
「
抄
本
」
の
下
に
「
若
し
く
は
裁
判
の
内
容
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
記
載
し
た
書
面
で

あ
つ
て
裁
判
所
書
記
官
が
当
該
書
面
の
内
容
が
当
該
裁
判
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
」
を
加
え

る
。

（
商
標
登
録
令
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

商
標
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
の
三
中
「
又
は
抄
本
」
を
「
若
し
く
は
抄
本
又
は
電
磁
的
訴
訟
記
録
（
民
事
訴
訟
法
（
平
成
八
年
法
律
第

百
九
号
）
第
九
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
訴
訟
記
録
を
い
う
。）に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
の
う
ち
訴

状
に
記
載
す
べ
き
事
項
に
係
る
部
分
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
記
載
し
た
書
面
で
あ
つ
て
裁
判
所
書
記
官
が
当
該
書

面
の
内
容
が
当
該
電
磁
的
訴
訟
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
」に
改
め
る
。

第
九
条
の
六
第
一
項
中
「
抄
本
」
の
下
に
「
若
し
く
は
裁
判
の
内
容
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
記
載
し
た
書
面
で

あ
つ
て
裁
判
所
書
記
官
が
当
該
書
面
の
内
容
が
当
該
裁
判
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
」
を
加
え

る
。

（
ダ
ム
使
用
権
登
録
令
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

ダ
ム
使
用
権
登
録
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
又
は
抄
本
を
添
附
し
て
」
を
「
若
し
く
は
抄
本
又
は
電
磁
的
訴
訟
記
録
（
民
事
訴
訟
法

（
平
成
八
年
法
律
第
百
九
号
）
第
九
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
訴
訟
記
録
を
い
う
。）に
記
録
さ
れ
て

い
る
事
項
の
う
ち
訴
状
に
記
載
す
べ
き
事
項
に
係
る
部
分
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
記
載
し
た
書
面
で
あ
つ
て
裁
判

所
書
記
官
が
当
該
書
面
の
内
容
が
当
該
電
磁
的
訴
訟
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し

た
も
の
を
添
付
し
て
」
に
改
め
る
。

（
特
許
登
録
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

特
許
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
「
抄
本
」
の
下
に
「
若
し
く
は
裁
判
の
内
容
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
記
載
し
た
書
面
で
あ
つ
て
裁
判

所
書
記
官
が
当
該
書
面
の
内
容
が
当
該
裁
判
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
」
を
加
え
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
又
は
抄
本
」
を
「
若
し
く
は
抄
本
又
は
裁
判
の
内
容
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
記
載
し

た
書
面
で
あ
つ
て
裁
判
所
書
記
官
が
当
該
書
面
の
内
容
が
当
該
裁
判
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も

の
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
中
「
又
は
抄
本
」
を
「
若
し
く
は
抄
本
又
は
電
磁
的
訴
訟
記
録
（
民
事
訴
訟
法
（
平
成
八
年
法
律
第

百
九
号
）
第
九
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
訴
訟
記
録
を
い
う
。）に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
の
う
ち
訴

状
に
記
載
す
べ
き
事
項
に
係
る
部
分
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
記
載
し
た
書
面
で
あ
つ
て
裁
判
所
書
記
官
が
当
該
書

面
の
内
容
が
当
該
電
磁
的
訴
訟
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
」に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
の
見
出
し
中
「
抹ま

つ

消
し
た
」
を
「
抹
消
し
た
」
に
改
め
、
同
条
中
「
抹ま
つ

消
し
た
」
を
「
抹
消
し
た
」

に
、「
を
添
附
し
な
け
れ
ば
」
を
「
若
し
く
は
裁
判
の
内
容
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
記
載
し
た
書
面
で
あ
つ
て
裁
判

所
書
記
官
が
当
該
書
面
の
内
容
が
当
該
裁
判
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
を
添
付
し
な
け
れ
ば
」

に
改
め
る
。

第
五
十
三
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
抹ま

つ

消
」
を
「
抹
消
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
を
添
附
し
た
」

を
「
若
し
く
は
裁
判
の
内
容
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
記
載
し
た
書
面
で
あ
つ
て
裁
判
所
書
記
官
が
当
該
書
面
の
内

容
が
当
該
裁
判
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
を
添
付
し
た
」
に
、「
抹ま

つ

消
」
を
「
抹
消
」に
改
め
る
。

第
五
十
四
条
第
一
項
中
「
抄
本
」
の
下
に
「
若
し
く
は
裁
判
の
内
容
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
記
載
し
た
書
面
で

あ
つ
て
裁
判
所
書
記
官
が
当
該
書
面
の
内
容
が
当
該
裁
判
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
」
を
加
え

る
。第

五
十
五
条
の
見
出
し
中
「
抹ま
つ

消
」
を
「
抹
消
」
に
改
め
、
同
条
中
「
抹ま
つ

消
」
を
「
抹
消
」
に
、「
を
添
附
し
な
け

れ
ば
」
を
「
若
し
く
は
裁
判
の
内
容
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
記
載
し
た
書
面
で
あ
つ
て
裁
判
所
書
記
官
が
当
該
書

面
の
内
容
が
当
該
裁
判
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
を
添
付
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

（
実
用
新
案
登
録
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

実
用
新
案
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
五
中
「
抄
本
」
の
下
に
「
若
し
く
は
裁
判
の
内
容
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
記
載
し
た
書
面
で
あ
つ
て

裁
判
所
書
記
官
が
当
該
書
面
の
内
容
が
当
該
裁
判
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
」
を
加
え
る
。

第
六
条
の
二
中
「
又
は
抄
本
」
を
「
若
し
く
は
抄
本
又
は
電
磁
的
訴
訟
記
録
（
民
事
訴
訟
法
（
平
成
八
年
法
律
第

百
九
号
）
第
九
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
訴
訟
記
録
を
い
う
。）に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
の
う
ち
訴

状
に
記
載
す
べ
き
事
項
に
係
る
部
分
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
記
載
し
た
書
面
で
あ
つ
て
裁
判
所
書
記
官
が
当
該
書

面
の
内
容
が
当
該
電
磁
的
訴
訟
記
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
」に
改
め
る
。

第
六
条
の
四
第
一
項
中
「
抄
本
」
の
下
に
「
若
し
く
は
裁
判
の
内
容
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
記
載
し
た
書
面
で

あ
つ
て
裁
判
所
書
記
官
が
当
該
書
面
の
内
容
が
当
該
裁
判
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
」
を
加
え

る
。
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